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最近の 20年間で､パターン形成についての多 くの研究が実験､理論双方
において行なわれてきた｡我 々は レイ リーベナ-ル対流系や液晶対流系での
rolpatternやhexagonalpattern､反応拡散系での targetpatternや spiral
pattern等の､多 くの例 を見ることができる｡その中でも特に､ レイ リーベ










acid)を使 った実験 を行い､rolpattern や hexagonalpattern を観測するこ








































a=2.5に対 して初期条件 W巴0の元で数値 シミュレーションした結果であ
る｡最初に多 くの Earthwormが形成されて､それが次第に縮んでいき､最
終的に spot状態になり､･しかも一度 spotが形成されるとその運動は非常 に
ゆっくりしたものになる｡spot解 ws(r)●は､D=∇2+k02とすると































はbody部分の耕分 を表 していて､W-wEWの時 0となる｡Hには
h--/(諾)2dr









ンで示 したものであ り､上述の結果 を保証 している｡このようにして初期.の
段階で形成 された EW 構造は､headとtailを不変に保 ったまま時間 ととも
に線形に縮んでいき､最後にheadとtailがお互いに合わさってspotを形成



























- 管 (去･Q)cosIQ(r-ro).Qsin(Q(r-ro))】･ (18)
に従う｡その平衝条件は,







非対称 Swift-Hohenberg方程式は､対称 Swift-Hohenberg方程式 と異な
りroll､triangularpattern､bistability等様々な空間バターンを示すことが
分かっている｡ここでは特にspotpatternに着 目し､その形状､形成過程､
形成後のダイナミクス等を紺べた｡このシステムの特徴は､相分離系等と異
なりある波数を持った損動項が存在 し､そのための無限の局所平衡状態を形
成することである｡
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